
依
存
財
源

投資的経費

義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

自
主
財
源

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
41
憶
2
、5
0
0
万
円
で
対
前
年
度
2
、3
0
0
万
円
減（
△
0
・
6
％
）に
な
り
ま
す
。

本
年
度
予
算
の
概
要
と
、主
な
事
業
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
村
税
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、企
業
収
益
や
個
人
所

得
が
落
ち
込
み
、税
収
の
大
幅
減

が
見
込
ま
れ
ま
す
。コ
ロ
ナ
の
終

息
が
見
通
せ
ず
、先
行
き
不
透
明

感
が
拭
え
な
い
中
、社
会
経
済
活

動
が
コ
ロ
ナ
以
前
の
状
態
に
戻

る
こ
と
は
難
し
い
と
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、今
後
、継
続
的
な

緊
急
経
済
対
策
を
講
じ
る
必
要

性
も
見
据
え
、財
源
確
保
に
か
か

る
国
や
県
の
経
済
対
策
な
ど
の

動
向
に
十
分
注
視
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

将
来
見
通
し
と
し
て
は
、少
子

高
齢
化
社
会
に
向
け
た
社
会
保

障
な
ど
の
扶
助
費
の
増
加
が
避

け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
上
に
、

「
原
村
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」で
は
、村
が
所
有
す
る
公
共

建
築
物
・
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
更
新

に
、今
後
40
年
間
、毎
年
9・7
億

円
と
い
う
多
額
の
投
資
的
経
費

が
必
要
と
の
試
算
が
出
て
お
り
、

財
源
不
足
は
明
ら
か
で
あ
り
ま

す
。な

お
、令
和
３
年
度
は
、令
和

４
年
度
の
大
規
模
事
業
と
な
る

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
」

及
び「
も
み
の
湯
建
物
改
修
」に

か
か
る
設
計
業
務
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
後
の
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
、継
続
実
施
し
て
い
る
事
業

の
中
で
も
特
に
村
単
事
業
に
つ

い
て
は
、実
施
期
間
を
設
定
し
て

取
り
組
み
、廃
止
又
は
見
直
し
の

検
討
を
行
う
こ
と
、「
原
村
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」に
基
づ

き
、公
共
施
設
の
維
持
・
更
新
の

た
め
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
検

討
を
始
め
る
こ
と
を
最
優
先
課

題
と
い
た
し
ま
す
。

予
算
編
成
の
基
本
方
針
と
し

て
、収
支
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
健

全
な
予
算
編
成
、施
策
と
事
業
の

選
択
に
よ
る
予
算
の
重
点
化
、事

務
の
効
率
化
・
適
正
化
を
掲
げ
、

第
５
次
原
村
総
合
計
画
に
基
づ

く
事
業
成
果
を
検
証
し
、創
意
工

夫
に
よ
る
効
果
的
な
予
算
編
成

を
行
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
歳

入
歳
出
予
算
総
額
は
41
億

2
、5
0
0
万
円
、前
年
度
当
初

予
算
額
に
比
べ
て
2
、3
0
0
万

円
減（
△
0・6
％
）の
予
算
規
模

と
し
ま
し
た
。

住
民
財
務
課
　
財
政
係

☎
7
9
―
7
9
2
4（
直
通
）

歳入
41億2,500万円

村税
７億3,018万円
（17.7％）

住民税、固定資産税、
軽自動車税など

繰入金
４億1,100万円
（10.0％）
基金からの繰入金

諸収入
２億6,635万円
（6.5％）

繰越金
１億3,000万円
（3.2％）

村の前年度会計からの繰越金

その他
8,123万円（1.9％）
分担金、負担金、使用料、
手数料、財産収入、寄付金

県支出金
３億1,243万円（7.6％）

地方譲与税
8,400万円（2.0％）

国庫支出金
２億6,327万円（6.4％）

地方交付税
15億3,000万円
（37.1％）

その他
１億6,324万円（3.9％）
地方消費税交付金、地方特例交付金など

村債
１億5,330万円（3.7％）

歳出
41億2,500万円

人件費
９億9,220万円
（24.1％）

職員の給与や退職金など

扶助費
４億6,395万円
（11.2％）

社会保障制度として行う
支援に要する費用

公債費
３億2,420万円（7.9％）
村が借り入れているお金の返済金

その他
２億8,199万円（6.8％）
貸付金、維持補修費、積立金など

繰出金
３億8,171万円（9.3％）
一般会計と特別会計間において支出される費用

普通建設事業費
１億6,412万円（4.0％）
道路や橋梁、学校、庁舎などの
建設事業に要する費用

補助費等
８億7,837万円
（21.3％）
各種団体などへの
補助金や負担金など

物件費
６億3,846万円
（15.5％）

印刷消耗品、通信運搬費、
委託料、使用料など

村が自らの権限に基づいて自主的に収入
する財源で、国や県に依存せずに独自に
調達できる財源。昨年度より１億2,211
万円（△7.0％）減少の見込みです。

国や県に依存するかたちで調達する財源
で、村の借金である地方債もこれに含ま
れます。昨年度より9,911万円（4.1％）
増加の見込みです。

特集法令やその性質により、支出が義務付け
られている人件費や扶助費、公債費。昨
年度より905万円（0.5％）増の見込み
です。

支出の効果が、最終的に資本形成に向け
られる普通建設費や災害復旧事業費。昨
年度より475万円（△2.8％）減少の見
込みです。

令
和
３
年
度
　
一
般
会
計
予
算
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歳出
41億2,500万円

福祉の充実 ［民生費］
12億337万円
（29.2％）

村の運営 ［総務費］
5億5,316万円
（13.4％）

教育・文化の
振興［教育費］
4億6,336万円
（11.2％）

健康・衛生の推進［衛生費］
3億9,442万円（9.6％）

道路・河川などの整備［土木費］
3億4,288万円（8.3％）

商工・観光の振興［商工費］
3億3,384万円（8.1％）

村の借入金返済［公債費］
3億2,420万円（7.9％）

農林業の振興［農林業費］
2億6,036万円（6.3％）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、前
年
度
比

2
、9
0
0
万
円
減（
△
3・0
％
）の
9
億

4
、5
0
0
万
円
と
し
ま
し
た
。

歳
入
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
所
得
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、税
額
は
前
年
度
比
2
、3
0
2
万
円
減

（
△
9・2
％
）の
2
億
2
、7
0
1
万
円
の
見
込

み
と
な
り
ま
し
た
。一
般
会
計
繰
入
金
は
、

8
、4
1
2
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。収
入
不
足

は
、基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
う
予
定
で
す
。

歳
出
は
、保
険
給
付
費

に
6
億
1
、5
0
4
万
円
、

事
業
費
納
付
金
に
2
億

7
、8
0
0
万
円
、特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
や
健

康
増
進
を
図
る
た
め
の
保

健
事
業
費
に
1
、6
5
4
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

重
視
し
な
が
ら
、幅
広
い
年
齢
層
の
か
か
り
つ

け
医
と
し
て
診
療
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。ま
た

医
療
機
器
入
れ
替
の
た
め
に
基
金
か
ら
1
7
5

万
円
を
繰
入
れ
ま
す
。

歳
出
で
は
、総
務
費
を
前
年
度
比
1
8
1
万

円
増（
2・3
％
）の
7
、9
7
4
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。2
診
体
制
の
継
続
、電
子
カ
ル
テ

の
入
れ
替（
リ
ー
ス
）を
行
い
ま
す
。医
業
費

は
前
年
度
比
3
1
9
万
円
増（
13・9
％
）の

2
、6
1
7
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。グ
ル
コ

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
分
析
装
置
・
除
細
動
器
の
入

替
、Ｘ
線
撮
影
装
置
の
点
検
等
を
行
い
ま
す
。

歳
入
、歳
出
予
算
の
総

額
は
、前
年
度
比
5
0
0

万
円
増（
5・0
%
）の
1

億
6
0
0
万
円
と
し
ま
し

た
。歳

入
の
内
、診
療
収
入

は
前
年
度
よ
り
1
9
0
万

円
少
な
い
6
、9
1
7
万
円

（
△
2・7
％
）を
見
込
み
ま

し
た
。感
染
防
止
対
策
を

予
算
総
額
は
、収
益
的
収
入
は
前
年
度
比

1
1
5
万
円
増（
0・6
％
）の
1
億
7
、9
6
9

万
円
、収
益
的
支
出
は
前
年
度
比
6
7
8
万
円

増（
4・4
％
）の
1
億
5
、9
5
6
万
円
、資
本

的
収
入
は
な
く
、資
本
的
支
出
は
建
設
改
良
工

事
費
の
減
少
に
よ
り
前
年
度
比
56
万
円
減（
△

0・9
％
）の
5
、7
3
5
万
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
事
業
は
、原
山
地
区
送
配
水
管
布
設
替

工
事
3
、6
3
0
万
円
、第
1
配
水
池
水
位
計

設
置
工
事
1
、2
0
0
万
円
で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
　

水
道
事
業
会
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
算
総
額
は
、収
益
的
収
入
は
前
年
度
比

1
1
万
円
増（
0・0
％
）の
3
億
3
、2
1
1
万

円
、収
益
的
支
出
は
前
年
度
比
87
万
円
減（
△

0・4
％
）の
2
億
8
3
0
万
円
、資
本
的
収
入

は
企
業
債
借
入
の
増
加
に
よ
り
前
年
度
比
60
万

円
増（
7・4
％
）の
8
7
0
万
円
、資
本
的
支
出

は
企
業
債
他
の
償
還
金
の
減
少
に
よ
り
前
年
度

比
8
9
1
万
円
減（
△
6・1
％
）の
1
億

3
、5
0
0
万
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
事
業
は
、流
域
下
水
道
建
設
負
担
金

7
8
6
万
円
、マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
及
び
制
御
盤

更
新
1
、5
0
0
万
円
、非
常
用
発
電
機
更
新

1
、0
0
0
万
円
、企
業
債
元
金
償
還
金
1
億

2
1
3
万
円
、企
業
債
利
息
償
還
金
8
9
4
万

円
で
す
。

下
水
道
事
業
会
計
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
者
労
働
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
　
　
　
　

国
民
健
康
保
険

直
営
診
療
施
設
勘
定

特
別
会
計

歳
入
・
歳
出
予
算
総
額
は
前
年
度
と
同
額
の

1
2
0
万
円
と
し
ま
し
た
。

共
済
見
舞
金
に
つ
い
て
前
年
度
並
み
の

94・8
万
円
を
見
込
み
、こ
の
財
源
と
し
て
農

労
災
共
済
掛
金
・
財
産
運
用
収
入
・
繰
越
金
等

に
よ
り
調
整
し
ま
し
た
。

歳
入
・
歳
出
予
算
総
額
は
前
年
度
比
6
5
0

万
円
減（
△
5・8
％
）の
1
億
5
7
0
万
円
と

し
ま
し
た
。

歳
入
は
、保
険
料
8
、1
2
3
万
円
、一
般
会

計
繰
入
金
2
、3
2
4
万
円
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
は
、長
野
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
行
っ
て
お
り
、

村
で
は
被
保
険
者
証
や
資
格
証
明
に
関
す
る

こ
と
、医
療
給
付
に
関
す
る
こ
と
等
の
受
付
事

務
や
保
険
料
の
徴
収
事
務
を
行
い
、広
域
連
合

に
対
し
て
保
険
料
等
負
担
金
1
億
2
7
1
万

円
を
納
付
し
ま
す
。

水
道
事
業

3年度予算額 2年度予算額 前年比

収益的収入 1億7,969万円 1億7,854万円 0.6%

収益的支出 1億5,956万円 1億5,279万円 △4.4%

資本的収入 0万円 0万円 0.0%

資本的支出 5,735万円 5,791万円 △0.9%

下
水
道
事
業

3年度予算額 2年度予算額 前年比

収益的収入 3億3,211万円 3億3,200万円 0.0%

収益的支出 2億830万円 2億917万円 △0.4%

資本的収入 870万円 810万円 7.4%

資本的支出 1億3,500万円 1億4,392万円 △6.1%

消防・防災対策［消防費］
1億8,230万円（4.4％）

議会の運営［議会費］
6,511万円（1.6％）

予備費
200万円（0.0％）

歳出を目的別に分類すると特
別
会
計

企
業
会
計
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令
和
3
年
度
は
、村
づ
く
り
の
目
標
を
定
め
た「
第
５
次
総
合
計

画
･
後
期
計
画
」が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
と
な
り
ま
す
。そ
し
て
、時
代

が
大
き
く
変
化
す
る
中
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
対
策
を
地
方
創
生
の
契
機

と
捉
え
て
様
々
な
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

新
年
度
予
算
は
、「
地
域
力
向
上
を
図
る
　持
続
可
能
な
村
づ
く

り
予
算
」と
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
的
影
響
に
対
応
す
る
、継

続
的
な
緊
急
経
済
対
策
の
実
施
。ま
た
、将
来
の
公
共
建
物
の
更
新

に
備
え
た
新
た
な
基
金
の
創
設
を
含
め
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

「
持
続
可
能
な
」予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

重
点
施
策
と
し
ま
し
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
働
き
方
の
変
化
や
地

方
移
住
の
高
ま
り
を
捉
え
て「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」な
ど
に
対
応
し

た
施
設
整
備
。コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
打
撃
を
受
け
て
い

る
事
業
者
へ
の
支
援
。移
住
促
進
を
見
込
ん
だ
空
き
家
の
有
効
活
用

を
補
助
す
る
新
制
度
の
開
始
。子
育
て
環
境
の
整
備
や
防
災
力
の
強

化
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

地
域
力
向
上
を
図
る

持
続
可
能
な

村
づ
く
り
予
算

原村長
五味 武雄

人と自然を大切にした美しく住みよい村づくり
●空家有効活用促進補助金 500万円●地域公共交通計画策定業務 86万円

●村道6187号線（判之木御狩野線）道路
改良舗装工事 3,000万円
●村道1004号線（払沢村中線）道路舗装
工事 1,300万円
●景観推進委員会関連 24万円
●国土強靭化地域計画策定業務 440万円
●避難所用ポータブル電源・大型扇風機
購入 196万円

する経費の一部に対し、予算の範囲内において補
助金を交付します。

空家の有効活用
による本村への移
住・定住の促進及
び地域の活性化を
図るため、空家の
有効活用(購入・
リフォーム)に要

人と文化を育み、本村への若い人の流れをつくる村づくり
●小学校遊具修繕 118万円
●小学校屋根塗装工事（長寿命化）
 800万円
●小中学校エアコン設置調査基本設計委託
 330万円
●小学校英語講師の配置 487万円
●成人式ライブ映像配信委託 33万円
●県宝指定「顔面装飾付釣手土器」レプリ
カ製作 222万円

健康としあわせを誇れる健康・福祉・子育ての村づくり
●老人医療費特別給付金 8,190万円
●子育て支援センター実施設計業務
 952万円

●骨髄バンク移植ドナー支援事業 30万円
●PHR（パーソナルヘルスレコード）シス
テム改修 236万円
●新型コロナウイルスワクチン接種体制確
保事業 2,414万円
●保育園砂場整備工事 60万円
●保育園外装修繕工事 128万円
●小規模多機能型居宅介護事業所補助金
 1,000万円
●ロタウイルスワクチン関連 254万円

子どもとそ
の家庭に必要
な支援を届け
る拠点として
子ども子育て
支援センター
設置を進めま
す。

皆が活躍できる持続可能な村づくり
●「日本防災士機構防災士」資格取得補助金
 5万円

●職員提案制度報償金 10万円
●「広報はら」の充実 264万円
●庁舎北側外壁修繕工事 57万円
●公共施設等総合管理基金積立 1,910万円

公共施設の
長寿命化に関
する事業の推
進並びに公共
施設等の計画
的な更新及び
活用に必要な
基金です。

●JA旧柏木支所敷地・建物購入
 1,558万円

Pickup

Pickup

産業振興による魅力・活力のある村づくり
●もみの湯運営支援補助金 2,100万円
●源泉ポンプ・水中ケーブル入替工事
 354万円
●もみの湯改修基本設計業務 415万円
●原ブランド特産品認定審査委員会関連
 6万円
●ワーケーション施設等整備促進補助金
 500万円

●森林保全直接支援事業 182万円
●弓振2号揚水機場揚水ポンプ入替工事
 371万円
●柏木ため池浚渫及び取水水路付帯工事
 1,859万円
●中小企業者等展示会出展支援補助金
 50万円
●新型コロナウイルス特別経営対策利子補
給金 100万円
●文化園チラーユニット交換工事設計業務
 49万円
●文化園湿生花園木道補修 110万円
●文化園レストラン冷蔵庫・スチームオー
ブン購入 211万円
●文化園防犯カメラシステム購入 160万円

村内にワー
ケーション施
設を新たに整
備、開設する
企業等を対象
とした補助金
です。

Pickup

Pickup
化や郷土の文化財を発信する施設として活用して
いきます。

令和元年に移転
した原村文化財整
理室（旧JA柏木支
所）の建物と周辺
の土地を買い上
げ、原村の縄文文

Pickup
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高
冷
地
に
お
け
る
野
菜
花
き
の

栽
培
は
降
霜
及
び
低
温
障
害
に
よ

り
出
荷
時
期
が
限
定
さ
れ
て
し
ま

う
た
め
、パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
、被
覆

材
等
の
導
入
を
進
め
購
入
費
の
一

部
補
助
を
し
、作
期
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。

対
象
資
材
　ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
・

霜
除
け
用
被
覆
材

補
助
率
　購
入
費
の
10
％
以
内

申
請
方
法
　交
付
申
請
書
を
農
政

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。実

績
報
告
に
は
、領
収
書
な
ど
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

※
Ｊ
Ａ
原
村
営
農
セ
ン
タ
ー
資
材
で
購

入
し
た
場
合
は
、Ｊ
Ａ
が
取
り
ま
と

め
て
申
請
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

村
内
の
農
地
の
流
動
化
を
促
進

し
、担
い
手
の
育
成
、遊
休
荒
廃

農
地
の
減
少
を
図
り
、地
域
農
業

の
振
興
を
担
っ
て
い
く
体
制
を
確

立
す
る
た
め
、農
地
の
借
り
手
農

家
な
ど
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

補
助
率
　借
受
農
地
面
積
10
ａ
あ

た
り
3
、0
0
0
円

申
請
方
法
　対
象
者
に
交
付
申
請

書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、担
当

地
区
の
農
業
委
員
ま
た
は
推
進

委
員
の
確
認
を
受
け
、農
業
委

員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

高
原
野
菜
を
主
体
に
有
機
栽
培

を
促
進
す
る
た
め
、村
内
で
生
産

さ
れ
た
バ
ラ
堆
肥
購
入
代
金
及
び

運
搬
・
散
布
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

対
象
資
材
　
堆
肥
・
運
搬
・
散
布

費（
堆
肥
購
入
に
併
せ
て
運

搬
・
散
布
を
依
頼
し
た
場
合
の

み
対
象
）

補
助
率
　
購
入
費
等
の
20
％
以
内

申
請
方
法
　
交
付
申
請
書
を
農
政

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。実

績
報
告
書
に
領
収
書
な
ど
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

※
Ｊ
Ａ
原
村
営
農
セ
ン
タ
ー
資
材
で
購

入
し
た
場
合
は
、Ｊ
Ａ
が
取
り
ま
と

め
て
申
請
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

農
家
の
担
い
手
確
保
を
目
的

に
、次
の
要
件
全
て
に
該
当
す
る

農
業
後
継
者
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

対
象
と
な
る
方
　

（
１
）村
内
に
住
所
を
有
し
、村
内

で
農
業
を
行
う
農
業
後
継
者

が
、農
業
経
営
者
に
代
わ
っ

て
認
定
農
業
者
と
な
り
、認

定
農
業
者
に
な
っ
て
か
ら
５

年
以
上
農
業
経
営
を
続
け
る

意
志
の
あ
る
方
。

村では、高齢化などによる農家戸数の減
少に伴う遊休農地化の防止、農産物の品質
向上や生産者の負担軽減対策、農業生産に
かかわる環境への配慮、有害鳥獣被害対策
など、農業振興を図ることを目的に、次の
事業に対して予算の範囲内で補助金を交付
します。
実施する事業は以下のとおりです。な
お、今年度の事業内容は昨年度から変更あ
りません。

野
菜
花
き
作
期
拡
大
事
業

農
地
流
動
化
補
助
事
業

有
機
栽
培
産
地
確
立
事
業

農
業
後
継
者
育
成
事
業

農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金

利
子
助
成
事
業

農
業
近
代
化
資
金
融
資

利
子
補
給
事
業

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
事
業

各
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
林
課
農
政
係
　☎
7
9
―
7
9
3
1（
直
通
）

（
２
）認
定
農
業
者
と
な
っ
た
日
に

お
け
る
年
齢
が
50
歳
未
満

で
、認
定
さ
れ
て
か
ら
２
年

以
内
に
交
付
申
請
書
を
提
出

し
た
方
。

※
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、

農
政
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

補
助
金
額
　
20
万
円（
１
回
の
み
）

申
請
方
法
　
交
付
申
請
書
等（
農

業
経
営
改
善
計
画
認
定
申
請
書

の
写
し
、農
業
経
営
改
善
計
画

認
定
書
の
写
し
、必
要
に
応
じ

て
各
種
証
明
書
等
）を
農
政
係

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫

か
ら
農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
の

融
資
を
受
け
て
、経
営
の
規
模
拡

大
や
効
率
化
を
図
ろ
う
と
す
る
認

定
農
業
者
の
借
入
金
利
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、資
金
融
資
を
受
け

た
認
定
農
業
者
に
対
し
て
、利
子

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
率
　各
期
間
ご
と
の
融
資
平

均
残
高
に
係
る
利
子
の
条
例
で

定
め
る
率

申
請
方
法
　
金
融
機
関
ま
た
は
農

政
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
業
者
な
ど
の
農
業
経
営
の
近

代
化
を
推
進
す
る
の
に
必
要
な
生

産
施
設
等
の
整
備
拡
充
を
図
る
た

め
、特
定
の
金
融
機
関
が
融
資
を

行
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
予
算
の

範
囲
内
で
利
子
補
給
金
を
交
付
し

ま
す
。

補
助
率
　融
資
に
係
る
利
子
の

１
％
以
内

申
請
方
法
　金
融
機
関
ま
た
は
農

政
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
作
物
の
有
害
鳥
獣
被
害
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
に
防
護
柵
等

を
設
置
し
た
農
業
者
に
対
し
て
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
資
材
　
防
護
柵
、防
護
ネ
ッ

ト
な
ど

補
助
率
　
購
入
費
の
30
％
以
内

申
請
方
法
　交
付
申
請
書
を
農
政

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。実

績
報
告
書
に
領
収
書
な
ど
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

※
Ｊ
Ａ
原
村
営
農
セ
ン
タ
ー
資
材
で
購

入
し
た
場
合
は
、Ｊ
Ａ
が
取
り
ま
と

め
て
申
請
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
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課
長
級

▼
総
務
課
長

　
清
水
秀
敏（
商
工
観
光
課
長
）

▼
子
ど
も
課
長

　
清
水
秀
章（
子
ど
も
課
教
育
総
務
係
長
）

▼
商
工
観
光
課
長

　
小
池
恒
典（
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
係
長

兼
社
会
体
育
館
長
）

▼
消
防
室
長

　
小
松
昌
雄（
諏
訪
広
域
消
防
原
消
防
署
第

１
消
防
係
・
課
長
補
佐
兼
係
長
）

係
長
級

▼
子
ど
も
課
教
育
総
務
係
長

　
中
村
潤（
建
設
水
道
課
建
設
係
長
）

▼
建
設
水
道
課
建
設
係
長

　
齊
藤
達
生（
会
計
室
会
計
係
長
）

▼
総
務
課
情
報
防
災
係
長

　
清
水
晃（
住
民
財
務
課
税
務
係
長
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長

　
登
内
紀
美
子（
住
民
財
務
課
住
民
係
長
）

▼
会
計
室
会
計
係
長

　
伊
藤
淳
一（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
）

▼
生
涯
学
習
課
図
書
館
係
長
兼
図
書
館
長

　
金
子
忍（
生
涯
学
習
課
図
書
館
係
）

▼
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
係
長
兼
社
会
体
育
館
長

　
石
川
美
樹（
農
林
課
農
村
整
備
係
）

▼
住
民
財
務
課
住
民
係
長

　
百
瀬
裕
子（
諏
訪
広
域
連
合
介
護
保
険
課

派
遣
終
了
）

▼
住
民
財
務
課
税
務
係
長

　
中
村
栄
輝（
総
務
課
総
務
係
）

▼
消
防
室
消
防
係
長

　
菊
池
正
彦（
諏
訪
広
域
消
防
茅
野
消
防
署

第
２
消
防
係
・
課
長
補
佐
兼
係
長
）

係▼
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

　
牛
山
省
吾（
建
設
水
道
課
建
設
係
）

▼
総
務
課
総
務
係

　
伊
藤
高
誠（
生
涯
学
習
課
図
書
館
係
長
）

▼
保
健
福
祉
課
医
療
給
付
係

　
三
井
洋
一（
建
設
水
道
課
環
境
係
）

▼
建
設
水
道
課
環
境
係

　
日
達
理
奈（
総
務
課
企
画
振
興
係
）

▼
総
務
課
企
画
振
興
係

　
荒
木
彰
吾（
長
野
県
企
画
振
興
部
地
域
振

興
課
派
遣
研
修
終
了
）

▼
総
務
課
情
報
防
災
係

　
小
池
千
明（
総
務
課
総
務
係
）

▼
総
務
課
情
報
防
災
係

　
金
子
英
渡（
総
務
課
総
務
係
）

▼
総
務
課
情
報
防
災
係

　
吉
田
元
樹 （
総
務
課
企
画
振
興
係
）

▼
総
務
課
企
画
振
興
係

　
土
橋
雄
天（
住
民
財
務
課
財
政
係
）

▼
子
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
小
池
悠
斗（
保
健
福
祉
課
福
祉
係
）

▼
総
務
課
総
務
係

　
行
田
裕
貴（
総
務
課
企
画
振
興
係
）

▼
生
涯
学
習
課
図
書
館
係

　
中
村
杏
奈（
子
ど
も
課
子
育
て
支
援
係
）

▼
子
ど
も
課
教
育
総
務
係

　
野
澤
愛
子（
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
）

▼
子
ど
も
課
保
育
園

　
上
原
笑（
子
ど
も
課
教
育
総
務
係
）

派
遣

▼
長
野
県

　
河
西
あ
ゆ
み（
農
林
課
農
政
係
派
遣
終
了
）

▼
建
設
水
道
課
環
境
係

　
宮
島
由
紀
乃（
長
野
県
）

▼
諏
訪
広
域
連
合
介
護
保
険
課

　
両
角
拓
夢（
保
健
福
祉
課
医
療
給
付
係
）

▼
長
野
県
諏
訪
地
域
振
興
局
企
画
振
興
課
派

遣
研
修

　
両
角
貴
将（
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
）

再
任
用

▼
諏
訪
南
行
政
事
務
組
合
派
遣

　
三
澤
光
晴（
子
ど
も
課
長
）

退
職（
３
月
31
日
付
）

　
伊
藤
弘
文（
総
務
課
長
）

　
三
澤
光
晴（
子
ど
も
課
長
）

　
三
溝
章（
消
防
室
長
）

　
阿
部
嘉
明（
消
防
室
消
防
係
長
）

　
望
月
健
治（
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
派
遣
終
了
）

　
小
林
浩
代（
子
ど
も
課
保
育
園
）

原
村
人
事
異
動

令
和
3
年

４
月
１
日
付

村
で
は
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

（
　 

）内
は
前
職
。

飯尾 郁美
保健福祉課
福祉係

吉池 佑航
建設水道課
建設係

宮下 紫乃香
保健福祉課
健康づくり係

植松 珠奈
住民財務課
財政係

田中 千恵
農林課
農政係

高野 柾也
農林課
農村整備係
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